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東
成
郡
平
野
郷
の
地
は
府
下
に
於
い
て
最
も
古
い
脈
史
を
持

て
居
る
地
で
あ
つ
て
、
阪
上
田
村
麿
の
子
孫
と
稲
す
る
七
苗
家

の
あ
る
者
は
今
も
肖
歴
こ
し
て
此
埴
に
住
ん
で
居
る
0

咋
年
訪

問
し
て
含
翠
堂
並
に
懐
撼
堂
闊
係
の
文
書
を
痒
見
し
た
士
橋
家

も
其
一
で
あ
っ
た
が
、
此
慮
に
記
す
末
吉
家
も
亦
七
苗
の
一
で

あ
る
。

四
月
二
十
七
H
‘
豫
て
井
上
正
笑
君
よ

b
依
頼
し
て
同
家
の

快
諾
セ
得
て
あ
っ
た
の
で
正
午
南
悔
の
恵
比
須
停
留
所
に
集
合

松
山
、
稲
束
雨
光
生
や
井
上
、
野
口
、
平
粁
の
三
君
に
私
ビ
ー

行
六
名
は
未
昔
家
セ
訪
れ
た
。
こ
の
日
井
上
氏
の
令
兄
森
田
博

＿
＿
＿
氏
及
び
一
＿
＿
田
猪
太
郎
氏
、
山
川
七
左
衛
門
氏
な
ざ
も
来
て
居

ら
れ
た
が
、
午
後
一
一
一
時
過
末
吉
家
の
親
戚
総
代
た
る
柏
原
仁
兵

衛
氏
が
見
わ
た
の
で
末
吉
一
郎
氏
さ
相
談
せ
ら
れ
始
め
て
同
家

の
文
書
並
に
書
粛
器
物
を
邦
見
す
る
事
が
出
水
た
。

末
吉
家
の
事
は
既
に
川
島
氏
の
「
徊
川
初
期
の
海
外
貿
易
家
」

末

吉

家

訪

問

二
先
生
の
墳
寒
を
聘
邦
し
午
後
六
時
嵐
山
停
車
場
骰
電
車
に
て

其
他
に
於
い
て
掻
表
さ
れ
て
居
る
か
ら
、
今
涎
繰
り
返
す
必
要

も
な
い
棧
で
あ
る
が
、
営
日
邦
見
し
た
文
書
も
重
に
末
吉
家
に

闊
係
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

末
吉
氏
は
其
祗
拗
兵
術
利
方
に
至
り
信
長
、
秀
吉
の
恩
顧
を

愛
つ
た
が
、
天
正
十
四
年
八
月
十
七
日
に
は
秀
吉
は
勘
兵
衛
セ

援
擢
し
て
河
内
丹
比
郡
西
忍
村
の
代
官
ご
し
天
正
十
六
年
九
月

に
は
更
に
諸
公
晨
セ
免
除
す
る
ご
い
ふ
様
な
文
書
が
あ
る
0

こ

れ
よ
り
前
に
‘
勘
兵
術
は
諸
國
廻
哨
の
業
を
螢
み
、
浪
華
よ
り

東
海
諸
國
に
至
っ
た
か
ら
、
天
正
十
六
年
入
月
に
は
裳
時
三
河

岡
崎
の
城
主
で
あ
っ
た
偉
川
家
康
は
之
に
朱
印
を
授
け
て
港
潤

出
入
の
諸
役
を
免
じ
た
0

需
臣
氏
が
亡
ん
で
偉
川
氏
の
世
に
な

つ
て
、
勘
兵
衛
の
子
、
孫
左
衛
間
吉
康
は
遂
に
海
外
貿
易
に
従

事
す
る
様
に
な
り
、
慶
蛉
十
三
年
七
月
二
十
五
H
に
は
退
羅
國

へ
渡
航
の
計
可
を
得
て
居
る
0

孫
左
術
門
は
逼
紐
を
始
め
、
呂

宋
へ
渡
航
し
た
こ
ビ
も
前
後
七
回
に
及
ん
だ
が
、
営
時
使
用
し

岡
_-H'五

田

一
行
皆
な
蹄
途
に
就
き
た
り
。

玄

碩



＊
正
十
＿
二
年
五
月
廿
五

H

（
日
曜
日
）
．
堂
友
井
上
正
美
、
岡
田

空
碩
、
野
口
幸
雄
、
小
沼
最
平
、
平
野
得
三
、
の
五
名
京
都
府

愛
宕
郡
修
學
院
村
に
石
川
丈
山
先
生
隠
棲
の
奮
底
を
訪
ふ
堂
主

喜
ん
で
一
行
を
迎
へ
先
づ
客
顧
に
請
じ
茶
菓
セ
据
じ
炊
待
頗
る

力
む
次
で
各
室
及
び
室
内
に
陳
列
せ
ら
れ
た
る
先
生
の
逍
墨
其

他
の
賓
物
を
観
る
府
は
詩
仙
堂
を
中
心
ご
し
て
至
栗
巣
、
晴
月

棲
、
其
他
藪
室
を
継
稲
し
て
凹
凸
察
ご
云
ふ
詩
仙
堂
は
中
央
の

一
小
室
に
し
て
本
朝
＿
二
十
六
歌
仙
に
擬
し
漢
晋
肘
宋
の
詩
仙
三

十
六
人
を
逹
み
狩
野
探
幽
に
蘭
し
て
各
其
像
を
方
版
に
闘
し
各

詩

仙

堂

に

遊

‘̀ <、

た
東
亜
航
悔
繭
は
故
原
文
學
博
士
、
伊
勢
の
角
晃
七
郎
次
郎
氏

所
蔵
の
闘
さ
共
に
我
國
に
一
―
―
"
某
し
か
な
い
珍
品
で
あ
っ
ィ
闘
は

羊
皮
の
上
に
胡
粉
ャ
染
F
h

其
上
に
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

其
他
末
吉
家
か
秀
吉
よ
り
贈
典
さ
れ
し
金
色
燦
爛
、
目
ケ
寄
和

ふ
計
b
の
膳
椀
、
費
睛
湖
十
二
幅
射
、
そ
れ
を
包
ん
で
蹄
り
し

更
紗
書
洋
紙
に
書
か
れ
し
蘭
語
の
隈
語
な
ざ
思
へ
ば
何
れ
も
悔

外
貿
易
嘗
時
の
末
吉
家
を
偲
ば
し
む
る
も
の
ば
か
り
で
あ
っ
た

小
-=+1̂
 沼

景

平

薄
暮
末
吉
家
を
僻
し
て
平
野
の
奮
蹟
セ
此
所
彼
所
案
内
さ
れ

て
大
阪
に
蹄
つ

ftoJ
は
午
後
九
時
で
あ
っ
た
3

秘
蔵
の
珍
什
を
惜
氣
も
な
く
邦
見
を
許
さ
れ
、
加
へ
て
厚
過

を
賜
は
り
し
末
吉
家
の
好
意
に
到
し
て
は
私
等
の
戚
謝
し
て
措

か
ざ
る
所
で
あ
る
。
肉
柏
原
氏
、
末
吉
一
郎
氏
に
到
し
て
も
厚

く
御
國
を
申
し
て
置
き
た
い
。

家
の
警
絶
セ
其
上
に
題
し
四
壁
に
排
列
し
て
詩
仙
堂
の
扁
額
を

掲
ぐ
故
に
此
の
名
あ
り
さ
云
ふ
今
其
詩
仙
ピ
題
詩
こ
を
畢
ぐ
れ

ゞ
よ

,
9
9
 

別

昆

弟

蘇

武

（

左

方

第

一

）

骨
肉
緑
枝
葉
、
結
交
亦
相
因
＂
四
海
皆
兄
弟
、
誰
総
行
路
人
、

況
枚
連
枝
樹
、
典
子
同
一
身
、
昔
為
鴛
典
骰
、
今
為
参
輿
辰
、

雑

詩

陶

潜

（

右

方

第

一

）

結
厨
在
人
境
、
而
無
卓
馬
堕
、
問
君
何
能
爾
、
心
遠
地
自
偏
、

釆
菊
東
簸
下
、
悠
然
見
南
山
、
山
氣
H
夕
佳
、
飛
鳥
相
興
還
、


